
より良い製品を作るために 3 

 

  いつも大変お世話になっています 

  弊社は 皆様が安心・安全・かつ ご満足いただけるような 

  より良い製品を作ることを 常に心がけています 

  今回は、 「水張り検査」について 説明いたします 

 

  油圧ﾕﾆｯﾄの下部は作動油のタンクとなっており、この作動油をポンプ（モーター） 

  にて汲み上げてベーラーのメインシリンダをはじめとする各部の油圧シリンダを 

  動作させています 

  作動油は危険物分類で第4石油類（引火点200℃以上250℃未満）に属すため 

  消防法では6,000Ｌ以上貯蔵するタンクについては、タンクの構造を申請し、 

  油漏れを防止するために、完成後の油圧タンクに水を入れて漏れをチェックする 

  「水張り検査」を行う必要があります 

 

  弊社では、より安心・安全にご使用頂く為に、150㏋（内容量2,700Ｌ）以上のものに 

  久留米消防署の検査官に来社して頂き「水張り検査」を実施しています 

  検査により使用が許可されると「タンク検査済証」が配付されますので、弊社の 

  150㏋以上のタンクには、すべて張り付けています 

  また、100㏋以下のタンクについても、必ず自主検査を実施していますので 

  安心してご使用ください 


